


(PI3K)阻害剤の投与によりほぼ完全に抑えられ、合成 HIF-1α安定剤の投与により増

強することを発見した。 

研究グループらの発表から、加齢に伴うこれらの虚血疾患の予防や治療にあたっ

て、エクササイズや体内の HIF-1αの産生と再活性化が非常に重要であることが証明

された。内科的・外科治療に加え、生活習慣指導や運動療法が人間の QOL の増進や

健康社会づくりに重要であることが改めて示された形となった。 

 

今後の展望 

本研究の結果では、加齢に伴って発症する脳卒中、狭心症、動脈瘤、下肢閉塞性

動脈硬化症や腎動脈硬化症などの虚血性疾患に対する予防や治療に対して、エクサ

サイズや酸素センサーである HIF-1αの加齢変化の改善が有効であることを初めて

示している。このような疾患に対し、薬物療法や外科治療に加え、生活習慣指導や

運動療法が人間の QOL の増進や健康社会づくりに重要であり、さらに医療費削減に

も大きく寄与できることが改めて示された形となった。さらに、虚血性血管病治療

において、HIF-1αに対する安定剤や遺伝子治療法の開発の有用性を提唱した。 


